
JP 7066889 B2 2022.5.13

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7066889号

(P7066889)
(24)登録日　令和4年5月2日(2022.5.2)(45)発行日　令和4年5月13日(2022.5.13)

(54)【発明の名称】　クロノグラフリセットシステム

(51)国際特許分類
　   Ｇ０４Ｆ 7/08 (2006.01)

ＦＩ
　Ｇ０４Ｆ 7/08 　　　Ａ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-25037(P2021-25037)
(22)出願日　 令和3年2月19日(2021.2.19)
(65)公開番号　 特開2021-139889(P2021-139889 

A)
(43)公開日　 令和3年9月16日(2021.9.16)

審査請求日　 令和3年2月19日(2021.2.19)
(31)優先権主張番号　20161120.9          
(32)優先日　 令和2年3月5日(2020.3.5)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

欧州特許庁(EP)

(73)特許権者　 504341564
モントレー  ブレゲ・エス  アー
スイス国・ラバエ・１３４４

(74)代理人　 100098394
弁理士　山川  茂樹

(74)代理人　 100064621
弁理士　山川  政樹

(72)発明者　 ジャンーフィリップ・ロシャ
スイス国・１３４６・レ  ビウ・シェ  ビ 
ュカン・１１

審査官　 榮永  雅夫

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め の シ ス テ ム （ １ ） で あ っ て 、 少 な く と も 、 分 ホ イ ー ル セ  
ッ ト （ ４ ） を 有 す る 分 カ ウ ン タ と 、 ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト （ ３ ） を 備 え る 秒 カ ウ ン  
タ と を 備 え る 、 ク ロ ノ グ ラ フ カ ウ ン ト ギ ア ト レ イ ン （ ２ ） が 設 け ら れ 、 前 記 分 ホ イ ー ル セ  
ッ ト （ ４ ） は 、 カ ム 形 状 を 構 成 し 、 前 記 分 ホ イ ー ル セ ッ ト の 中 心 軸 （ ２ ４ ） に 取 り 付 け ら  
れ た ハ ー ト ピ ー ス （ １ ４ ） を 含 み 、 前 記 ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト （ ３ ） は 、 前 記 ク ロ  
ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト の 中 心 軸 （ ２ ３ ） に 取 り 付 け ら れ た ハ ー ト ピ ー ス （ １ ３ ） を 含 み  
、 前 記 シ ス テ ム （ １ ） は 、 ブ ロ ッ ク 手 段 （ １ １ ） に よ っ て ブ ロ ッ ク さ れ た 状 態 に 保 持 さ れ  
る ハ ン マ （ ６ ） を 備 え 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） は 、 前 記 ホ イ ー ル セ ッ ト （ ３ 、 ４ ） の 様 々 な 前  
記 ハ ー ト ピ ー ス と 接 触 す る 前 記 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め に 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） が  
前 記 ブ ロ ッ ク 手 段 （ １ １ ） に よ っ て ブ ロ ッ ク さ れ る 非 ア ク テ ィ ブ 位 置 か ら 、 お よ び 、 前 記  
ハ ン マ （ ６ ） が ブ ロ ッ ク 解 除 さ れ た 場 合 、 ア ク テ ィ ブ 位 置 か ら 移 動 で き 、
前 記 シ ス テ ム （ １ ） は 、 リ セ ッ ト 制 御 手 段 （ １ ２ ） と 、 前 記 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る  
た め に 使 用 さ れ る 前 記 ハ ン マ （ ６ ） と の 間 に 接 続 さ れ た 可 撓 性 要 素 （ １ ０ ） を 備 え 、 前 記  
可 撓 性 要 素 は 、 前 記 制 御 手 段 （ １ ２ ） の 変 位 中 、 前 記 ブ ロ ッ ク 手 段 （ １ １ ） に よ っ て 前 記  
ハ ン マ （ ６ ） を ブ ロ ッ ク 解 除 す る 前 に 、 エ ネ ル ギ を 蓄 積 し 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） が ブ ロ ッ ク  
解 除 さ れ た 場 合 、 前 記 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め に 、 蓄 積 さ れ た こ の エ ネ ル ギ を 復  
元 し 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） を 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ 、
前 記 シ ス テ ム は 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） が 、 第 １ の 長 手 方 向 開 口 部 （ ７ ） お よ び 第 ２ の 長 手 方  
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向 開 口 部 （ ８ ） と 平 行 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） の 前 記 第 １ の 長 手 方 向 開 口 部 （  
７ ） に お け る 第 １ の ね じ （ １ ７ ） 、 お よ び 前 記 ハ ン マ （ ６ ） の 前 記 第 ２ の 長 手 方 向 開 口 部  
（ ８ ） に お け る 第 ２ の ね じ （ １ ８ ） で あ る 固 定 ロ ッ ド が 配 置 さ れ 、 前 記 ハ ン マ は 、 前 記 非  
ア ク テ ィ ブ 位 置 か ら 前 記 ア ク テ ィ ブ リ セ ッ ト 位 置 へ 直 線 的 に 移 動 し 、 ２ つ の 前 記 ね じ （ １  
７ 、 １ ８ ） は 、 計 時 器 の ベ ー ス ま た は フ レ ー ム ま た は プ レ ー ト に 設 け ら れ た ね じ 山 に ね じ  
込 ま れ て い る 、 シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 可 撓 性 要 素 （ １ ０ ） は 、 第 １ の 端 部 （ １ ０ ａ ） に よ っ て 、 前 記 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ  
ト す る た め に 使 用 さ れ る ハ ン マ （ ６ ） に 連 結 さ れ 、 前 記 可 撓 性 要 素 （ １ ０ ） の 第 ２ の 端 部  
（ １ ０ ｂ ） は 、 計 時 器 の ベ ー ス ま た は フ レ ー ム ま た は プ レ ー ト に 取 り 付 け ら れ た 前 記 制 御  
手 段 （ １ ２ ） に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 可 撓 性 要 素 （ １ ０ ） の 前 記 第 １ の 端 部 （ １ ０ ａ ） は 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） の フ ラ ッ ト な  
端 部 に 形 成 さ れ た 細 長 開 口 部 （ ９ ） に 挿 入 さ れ た ロ ッ ド ま た は ピ ン （ １ ９ ） に よ っ て 接 続  
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 可 撓 性 要 素 は 、 そ の 第 １ の 端 部 （ １ ０ ａ ） と そ の 第 ２ の 端 部 （ １ ０ ｂ ） と の 間 の 形 状  
が 弧 状 で あ り 、 こ の 弧 状 の 形 状 は 、 前 記 制 御 手 段 （ １ ２ ） の 外 部 活 性 化 オ ル ガ ン （ Ｂ ） の  
方 向 に あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 制 御 手 段 （ １ ２ ） は 、 制 御 レ バ ー （ １ ２ ） で あ り 、 前 記 制 御 レ バ ー （ １ ２ ） の 中 央 開  
口 部 を 通 過 す る 固 定 要 素 （ ２ ２ ） に よ っ て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 計 時 器 の 前 記 ベ  
ー ス ま た は 前 記 フ レ ー ム ま た は 前 記 プ レ ー ト に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か  
ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
フ ラ ッ ト 形 状 の 前 記 制 御 レ バ ー （ １ ２ ） は 、 前 記 制 御 レ バ ー （ １ ２ ） の 前 記 中 央 開 口 部 を  
通 過 す る 前 記 固 定 要 素 （ ２ ２ ） で あ る ね じ （ ２ ２ ） に よ っ て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 前  
記 計 時 器 の 前 記 ベ ー ス ま た は 前 記 フ レ ー ム ま た は 前 記 プ レ ー ト の 対 応 す る ね じ 山 に 固 定 さ  
れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
  押 し ボ タ ン （ Ｂ ） を さ ら に 備 え 、
前 記 制 御 レ バ ー （ １ ２ ） は 、 前 記 ね じ （ ２ ２ ） に よ っ て 画 定 さ れ る 軸 （ ２ ２ ） の 第 １ の 側  
に 第 １ の 部 分 を 備 え 、 そ の 軸 上 に 、 前 記 可 撓 性 要 素 （ １ ０ ） の 前 記 第 ２ の 端 部 （ １ ０ ｂ ）  
が 、 ス タ ッ ド ボ ル ト （ ４ ０ ） な ど の 固 定 手 段 （ ４ ０ ） に よ っ て 固 定 さ れ 、 前 記 制 御 レ バ ー  
（ １ ２ ） は 、 前 記 第 １ の 側 と 反 対 の 軸 の 第 ２ の 側 に 第 ２ の 部 分 を 備 え 、 そ の 一 端 で 、 前 記  
押 し ボ タ ン （ Ｂ ） が 作 動 可 能 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の シ ス テ ム  
（ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ブ ロ ッ ク 手 段 （ １ １ ） は 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た フ ッ ク オ ル  
ガ ン （ １ １ ） を 備 え 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） を 案 内 す る た め の 前 記 第 ２ の ね じ （ １ ８ ） は 、 前  
記 フ ッ ク オ ル ガ ン （ １ １ ） の 中 央 開 口 部 を 通 過 し て 、 前 記 制 御 手 段 （ １ ２ ） の 方 向 に お け  
る 前 記 ハ ン マ （ ６ ） の 上 部 側 に あ り 、 前 記 フ ッ ク オ ル ガ ン （ １ １ ） は 、 前 記 第 ２ の 長 手 方  
向 開 口 部 （ ８ ） の 近 く お よ び ２ つ の 長 手 方 向 開 口 部 （ ７ 、 ８ ） の 間 の 前 記 ハ ン マ （ ６ ） に  
垂 直 に 固 定 さ れ た ピ ン （ ２ ６ ） に 引 っ 掛 け る た め の フ ッ ク を 備 え る 第 １ の 端 部 （ １ １ ａ ）  
を 備 え 、 前 記 フ ッ ク オ ル ガ ン （ １ １ ） は 、 前 記 回 転 軸 （ １ ８ ） に 対 し て 前 記 第 １ の 端 部 と  
反 対 側 に 第 ２ の 端 部 （ １ １ ｂ ） を 備 え 、 ロ ッ ド （ ２ １ ） は 、 前 記 第 ２ の 端 部 （ １ １ ｂ ） を  
通 し て 取 り 付 け ら れ 、 リ セ ッ ト 操 作 に お い て 前 記 制 御 手 段 （ １ ２ ） の 一 部 に よ っ て 押 さ れ  
る よ う に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 制 御 手 段 （ １ ２ ） は 、 前 記 制 御 手 段 （ １ ２ ） の 前 記 中 央 開 口 部 を 通 過 す る ね じ （ ２ ２  
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） に よ っ て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 計 時 器 の 前 記 ベ ー ス ま た は 前 記 フ レ ー ム ま た は  
前 記 フ レ ー ム に お け る 対 応 す る ね じ に 固 定 的 に ね じ 込 ま れ る 制 御 レ バ ー （ １ ２ ） で あ り 、  
前 記 制 御 レ バ ー は 、 前 記 可 撓 性 要 素 （ １ ０ ） の 前 記 第 ２ の 端 部 （ １ ０ ｂ ） の 前 記 固 定 軸 （  
２ ２ ） の 第 １ の 側 に あ る 第 １ の 部 分 を 備 え 、 前 記 制 御 レ バ ー （ １ ２ ） は 、 前 記 第 １ の 側 と  
反 対 の 軸 の 第 ２ の 側 に 第 ２ の 部 分 を 備 え 、 そ の 一 端 で 押 し ボ タ ン （ Ｂ ） を 作 動 さ せ る こ と  
が で き 、 前 記 制 御 レ バ ー （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 の 内 側 端 部 （ １ ２ ’ ） は 、 前 記 ク ロ ノ グ  
ラ フ の リ セ ッ ト 時 に 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） を 駆 動 さ せ る た め に 蓄 積 さ れ た エ ネ ル ギ を 復 元 す  
る た め に 、 前 記 押 し ボ タ ン が 押 さ れ た 場 合 、 前 記 フ ッ ク オ ル ガ ン （ １ １ ） の 前 記 第 ２ の 端  
部 （ １ １ ｂ ） の 前 記 ロ ッ ド （ ２ １ ） が 、 前 記 制 御 レ バ ー （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 の 内 側  
端 部 （ １ ２ ’ ） に よ っ て 押 さ れ る 前 に 、 前 記 第 １ の 端 部 （ １ １ ａ ） の 前 記 フ ッ ク が 、 前 記 ハ  
ン マ （ ６ ） の 前 記 ピ ン （ ２ ６ ） へ 引 っ 掛 か ら な く な る ま で 、 前 記 可 撓 性 要 素 が 、 エ ネ ル ギ  
を 蓄 積 で き る よ う に 、 前 記 フ ッ ク オ ル ガ ン （ １ １ ） の 前 記 第 ２ の 端 部 に 面 し 、 前 記 第 ２ の  
端 部 か ら 離 れ て 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ク ロ ノ グ ラ フ は さ ら に 、 時 ホ イ ー ル セ ッ ト （ ５ ） を 備 え る 時 カ ウ ン タ を 備 え 、 前 記 時  
ホ イ ー ル セ ッ ト の ハ ー ト ピ ー ス は 、 前 記 時 ホ イ ー ル セ ッ ト の 中 心 軸 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記  
シ ス テ ム は 、 前 記 ブ ロ ッ ク 解 除 さ れ た ハ ン マ （ ６ ） が 、 前 記 可 撓 性 要 素 （ １ ０ ） に よ っ て  
、 そ の 第 １ の 端 部 （ １ ０ ａ ） か ら 、 前 記 ホ イ ー ル セ ッ ト （ ３ 、 ４ 、 ５ ） の 様 々 な 前 記 ハ ー  
ト ピ ー ス （ １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ ） の 方 向 に 押 さ れ 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） が 、 ３ つ の 接 触 部 分 （  
１ ６ ａ 、 １ ６ ｂ 、 １ ６ ｃ ） 、 す な わ ち 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 ク ロ ノ グ ラ  
フ ホ イ ー ル セ ッ ト （ ３ ） の 前 記 ハ ー ト ピ ー ス （ １ ３ ） と 接 触 す る 第 １ の 接 触 部 分 （ １ ６ ａ  
） と 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 時 ホ イ ー ル セ ッ ト （ ５ ） の 前 記 ハ ー ト ピ ー ス  
（ １ ５ ） と 接 触 す る 第 ２ の 接 触 部 分 （ １ ６ ｂ ） と 、 前 記 可 撓 性 要 素 （ １ ０ ） の 第 １ の 端 部  
（ １ ０ ａ ） の 近 く の 前 記 ハ ン マ （ ６ ） 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 分 ホ イ ー ル セ ッ ト （ ４ ） の 前 記  
ハ ー ト ピ ー ス （ １ ４ ） と 接 触 す る 第 ３ の 接 触 部 分 （ １ ６ ｃ ） と を 備 え る 、 請 求 項 ９ に 記 載  
の シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 第 １ の 接 触 部 分 （ １ ６ ａ ） お よ び 前 記 第 ２ の 接 触 部 分 （ １ ６ ｂ ） は 、 前 記 第 １ の 長 手  
方 向 開 口 部 （ １ ７ ） の 近 く の 前 記 ハ ン マ （ ６ ） 上 の 軸 （ ３ ７ ） の 周 り に 回 転 可 能 に 取 り 付  
け ら れ た ア セ ン ブ リ を 形 成 し 、 前 記 第 １ の 接 触 部 分 （ １ ６ ａ ） と 前 記 第 ２ の 接 触 部 分 （ １  
６ ｂ ） と の 間 に 、 前 記 ア セ ン ブ リ の 中 央 開 口 部 を 一 定 の ク リ ア ラ ン ス を 伴 っ て 通 過 す る 角  
度 止 め （ ３ ６ ） が 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 第 ３ の 接 触 部 分 （ １ ６ ｃ ） は 、 Ｕ 字 形 の 金 属 ス ト リ ッ プ に よ っ て 接 続 さ れ 、 前 記 接 触  
部 分 （ １ ６ ｃ ） の 反 対 側 の そ の 端 部 は 、 ス タ ッ ド ボ ル ト （ ４ ３ ） に よ っ て 前 記 ハ ン マ （ ６  
） の 上 端 に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 第 ３ の 接 触 部 分 （ １ ６ ｃ ） の 位 置 を 調 整 す る た め に 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） の 前 記 上 端 に  
対 応 す る 穴 に 調 整 偏 心 器 （ ４ ４ ） が 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の シ  
ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 第 ３ の 接 触 部 分 （ １ ６ ｃ ） は 、 い わ ゆ る 可 撓 性 ペ イ ン で あ り 、 前 記 可 撓 性 ペ イ ン は 、  
前 記 ハ ー ト ピ ー ス （ １ ４ ） と 接 触 す る 力 を 調 整 す る た め に 使 用 さ れ る 複 数 の 可 撓 性 ブ レ ー  
ド （ ４ ６ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の シ ス テ ム （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
こ れ ら の 可 撓 性 ブ レ ー ド （ ４ ６ ） は い わ ゆ る 前 記 可 撓 性 ペ イ ン の 中 央 部 分 の い ず れ か の 側  
に 配 置 さ れ 、 互 い に 実 質 的 に 平 行 で あ り 、 い わ ゆ る 前 記 可 撓 性 ペ イ ン は 、 固 定 前 に 位 置 を  
調 整 す る た め に 、 長 方 形 の 開 口 部 に お い て 、 前 記 ハ ン マ （ ６ ） の 一 端 に 、 ね じ ま た は ス タ  
ッ ド ボ ル ト （ ４ ３ ） に よ っ て 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の シ ス テ ム  
（ １ ） 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム に 関 す る 。 こ の シ ス テ ム は 、 少 な く と も 、 分 ホ  
イ ー ル セ ッ ト を 有 す る 分 カ ウ ン タ と 、 ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト を 備 え る 秒 カ ウ ン タ と  
を 備 え る 、 ク ロ ノ グ ラ フ カ ウ ン ト ギ ア ト レ イ ン が 設 け ら れ る 。 こ の シ ス テ ム は 、 ブ ロ ッ ク  
手 段 に よ っ て ブ ロ ッ ク さ れ た 状 態 に 保 持 さ れ る ハ ン マ を 備 え 、 ハ ン マ は 、 様 々 な ホ イ ー ル  
セ ッ ト と 接 触 す る ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め に 、 ハ ン マ が ブ ロ ッ ク 手 段 に よ っ て ブ  
ロ ッ ク さ れ る 非 ア ク テ ィ ブ 位 置 か ら 、 お よ び 、 ハ ン マ が ブ ロ ッ ク 解 除 さ れ た 場 合 、 ア ク テ  
ィ ブ 位 置 か ら 移 動 で き る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
一 般 に 、 ク ロ ノ グ ラ フ 機 構 は 、 ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト ま た は 秒 カ ウ ン タ に よ る 秒 か  
ら 、 分 カ ウ ン タ に よ る 分 ま で 、 お よ び 任 意 選 択 で 、 時 カ ウ ン タ に よ る 時 ま で 、 時 間 を カ ウ  
ン ト す る こ と を 可 能 に す る ク ロ ノ グ ラ フ カ ウ ン ト ギ ア ト レ イ ン を 備 え る 。 各 カ ウ ン タ は 、  
対 応 す る 目 盛 り に お い て 変 位 す る イ ン ジ ケ ー タ オ ル ガ ン を 備 え る 。 ク ロ ノ グ ラ フ が リ セ ッ  
ト さ れ る と 、 イ ン ジ ケ ー タ オ ル ガ ン は 通 常 、 各 目 盛 り の ゼ ロ に 対 応 す る 角 度 位 置 に イ ン デ  
ク ス を 付 さ れ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 各 イ ン ジ ケ ー タ オ ル ガ ン は 、 一 般 に 、 ギ ア ト レ イ ン  
の 対 応 す る 要 素 の 軸 に よ っ て 動 か さ れ る 。 ギ ア ト レ イ ン 要 素 と そ の 軸 と の 間 の 接 続 は 摩 擦  
に よ る も の で あ り 、 こ れ ら の ２ つ の オ ル ガ ン が 、 特 定 の ト ル ク を 超 え て 、 独 立 し た 角 変 位  
を 可 能 に す る 。 イ ン ジ ケ ー タ オ ル ガ ン は 、 ハ ー ト ピ ー ス 機 構 と 、 対 応 す る ハ ン マ と に よ っ  
て イ ン デ ク ス を 付 さ れ る 。 摩 擦 接 続 と 、 ハ ー ト ピ ー ス 機 構 お よ び ハ ン マ 機 構 の 使 用 と は 、  
様 々 な カ ウ ン タ を リ セ ッ ト す る と き に 供 給 さ れ る ト ル ク が 大 き く な る 可 能 性 が あ り 、 多 く  
の エ ネ ル ギ が 消 費 さ れ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ち な み に 、 従 来 の ク ロ ノ グ ラ フ 計 時 器 で は 、 「 バ ッ ク リ ン グ 」 デ バ イ ス と 呼 ば れ る デ バ イ  
ス が よ く 使 わ れ る 。 そ の よ う な デ バ イ ス は 、 押 し ボ タ ン を 押 す と ハ ー ド ポ イ ン ト を 作 成 し  
、 ハ ー ド ポ イ ン ト を 通 過 す る と 、 慣 性 効 果 に よ っ て リ セ ッ ト 機 能 が 実 行 さ れ る 。 な お 、 押  
さ れ て ハ ー ド ポ イ ン ト を 通 過 し た ば ね は 、 リ セ ッ ト 機 能 全 体 で 負 の 摩 擦 効 果 が あ り 、 大 量  
の エ ネ ル ギ が 消 費 さ れ る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ ら の 条 件 下 で は 、 様 々 な カ ウ ン タ を リ セ ッ ト す る た め に の み 消 費 さ れ る こ の エ ネ ル ギ  
を 補 償 で き る 手 段 を 見 つ け る 必 要 が あ る 。 追 加 の バ レ ル を 使 用 し て 必 要 な エ ネ ル ギ を 供 給  
で き る が 、 計 時 器 の 他 の 基 本 要 素 と 比 較 し て 過 密 の 問 題 が 観 察 さ れ る 。 し た が っ て 、 ク ロ  
ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め に 利 用 で き る 他 の 機 構 を 有 す る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
特 許 出 願 で あ る 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ２ ８ ８ ４ ３ ５ ０ Ａ ２ 号 明 細 書 は 、 ク ロ ノ グ ラ フ 腕 時 計  
を リ セ ッ ト す る た め の デ バ イ ス を 説 明 し て い る 。 こ の デ バ イ ス は 、 特 に ハ ン マ お よ び ハ ン  
マ ブ ロ ッ ク 手 段 を 備 え る 。 ば ね は 、 制 御 手 段 と 各 ハ ン マ と の 間 に 配 置 さ れ る 。 リ セ ッ ト ハ  
ン マ は 、 互 い に 独 立 し て 回 転 し 、 対 応 す る リ セ ッ ト カ ム と 連 携 し て 、 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ  
ッ ト で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ２ ８ ８ ４ ３ ５ ０ Ａ ２ 号 明 細 書
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム 、 特 に 計 時 器 を 提 供 す る こ  
と に よ り 、 従 来 技 術 の 欠 点 を 克 服 す る こ と で あ る 。 本 発 明 の 目 的 は 、 具 体 的 に は 、 ク ロ ノ  
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グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め に ハ ン マ が ブ ロ ッ ク 解 除 さ れ た と き 、 こ の エ ネ ル ギ を 復 元 す る  
た め に 、 ハ ン マ に 連 結 さ れ た 、 埋 め 込 み ば ね な ど の 可 撓 性 要 素 の エ ネ ル ギ の 蓄 積 か ら 利 益  
を 得 る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 目 的 の た め に 、 本 発 明 は 、 独 立 請 求 項 １ に 定 義 さ れ た 特 徴 を 備 え る ク ロ ノ グ ラ フ リ セ  
ッ ト シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
リ セ ッ ト シ ス テ ム の 特 定 の 実 施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 ２ か ら １ ５ に 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ る ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム の 利 点 は 、 第 １ の 端 部 に よ っ て 、 ハ ン マ の 上  
端 に 固 定 さ れ 、 第 ２ の 端 部 に よ っ て 、 計 時 器 の ベ ー ス ま た は フ レ ー ム ま た は プ レ ー ト に 回  
転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 制 御 レ バ ー の 第 １ の 部 分 に 固 定 さ れ た 可 撓 性 要 素 を 備 え る と い う  
事 実 に あ る 。 ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ ッ ト 操 作 中 に 、 制 御 レ バ ー の 第 ２ の 部 分 に お い て 、 押 し  
ボ タ ン な ど の 外 部 活 性 化 オ ル ガ ン が 押 さ れ る と 、 レ バ ー が そ の 回 転 軸 の 周 り で 回 転 し 、 し  
た が っ て 、 埋 め 込 み ば ね な ど 、 可 撓 性 要 素 の 第 ２ の 端 部 を 一 定 の 力 で 駆 動 さ せ 、 こ れ に よ  
っ て 、 こ の 操 作 中 に エ ネ ル ギ を 蓄 積 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ る ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム の 別 の 利 点 は 、 好 ま し く は 、 計 時 器 の ベ ー ス  
ま た は フ レ ー ム ま た は プ レ ー ト に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た フ ッ ク オ ル ガ ン で あ る ハ ン マ  
を ブ ロ ッ ク し 、 第 １ の 端 部 に お い て フ ッ ク が 固 定 ピ ン に 引 っ 掛 か る と き に 、 ハ ン マ に 取 り  
付 け ら れ た 固 定 ピ ン に よ っ て ハ ン マ を ブ ロ ッ ク す る た め の 手 段 を 、 ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト  
シ ス テ ム が 備 え る と い う 事 実 に あ る 。 制 御 レ バ ー の 第 ２ の 部 分 の 一 端 に よ っ て 、 フ ッ ク オ  
ル ガ ン の 第 ２ の 端 部 を 押 す 前 に 、 制 御 レ バ ー の 第 ２ の 部 分 の こ の 端 部 は 、 フ ッ ク オ ル ガ ン  
の 第 ２ の 端 部 か ら 最 初 は 離 れ て 面 し て い る 。 し た が っ て 、 制 御 レ バ ー の 第 ２ の 部 分 を 押 す  
押 し ボ タ ン の 動 作 中 に 、 可 撓 性 要 素 に 応 力 が か か り 、 フ ッ ク オ ル ガ ン の 第 ２ の 端 部 が 押 さ  
れ る 前 で さ え も エ ネ ル ギ を 蓄 積 す る 。 こ の 可 撓 性 要 素 は 、 フ ッ ク オ ル ガ ン の 第 １ の 端 部 の  
フ ッ ク が 、 ブ ロ ッ ク ピ ン と 接 触 し な く な る ま で エ ネ ル ギ を 蓄 積 す る 。 そ の 後 、 ハ ン マ は 、  
ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ ッ ト の 操 作 を 復 元 す る 十 分 な エ ネ ル ギ を 蓄 積 し た 可 撓 性 要 素 の 第 １ の  
端 部 に よ っ て 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う に 、 シ ス テ ム は 、 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る 機 能 を 実 行 す る た め に 可 撓 性 要 素  
に よ っ て エ ネ ル ギ を 蓄 積 す る こ と を 可 能 に し 、 ま た 、 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め に  
ハ ン マ を ブ ロ ッ ク 解 除 し た と き 、 フ ッ ク オ ル ガ ン に よ っ て 、 摩 擦 の な い 明 確 な ト リ ガ を 可  
能 に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム の 目 的 、 利 点 、 お よ び 特 徴 は 、 特 に 以 下 の 図 面 に 関 し て 、  
以 下 の 説 明 に お い て よ り よ く 示 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ ａ 】 本 発 明 に よ る ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ ッ ト 操 作 前 の ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム  
の 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ｂ 】 本 発 明 に よ る ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ ッ ト 操 作 前 の ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム  
の ３ 次 元 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ ッ ト 操 作 の た め に 、 ハ ン マ を ブ ロ ッ ク 解 除 す る  
直 前 の ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 本 発 明 に よ り ハ ン マ が ブ ロ ッ ク 解 除 さ れ た 後 の ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ ッ ト 操 作 中  
の ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ｂ 】 本 発 明 に よ り ハ ン マ が ブ ロ ッ ク 解 除 さ れ た 後 の ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ ッ ト 操 作 中  
の ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム の ３ 次 元 底 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る リ セ ッ ト シ ス テ ム の 分 カ ウ ン タ ギ ア ト レ イ ン を 主 に 示 す ク ロ ノ グ ラ  
フ カ ウ ン ト ギ ア ト レ イ ン の ３ 次 元 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る リ セ ッ ト シ ス テ ム の 分 時 カ ウ ン タ ギ ア ト レ イ ン を 主 に 示 す ク ロ ノ グ  
ラ フ カ ウ ン ト ギ ア ト レ イ ン の ３ 次 元 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ ッ ト 操 作 前 の ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム の  
別 の 実 施 形 態 の 底 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
以 下 の 説 明 で は 、 こ の 技 術 分 野 で よ く 知 ら れ て い る ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム の 要 素  
が 簡 単 に の み 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ ａ お よ び 図 １ ｂ は 、 リ セ ッ ト 操 作 前 の 位 置 に ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め の シ ス  
テ ム １ の 主 な 要 素 の 底 面 図 を 示 す 。 ま た 、 こ れ は 通 常 、 以 下 に 説 明 さ れ る 図 ４ お よ び 図 ５  
に 詳 細 に 示 さ れ る ク ロ ノ グ ラ フ カ ウ ン ト ギ ア ト レ イ ン ２ で 構 成 さ れ る 。 リ セ ッ ト シ ス テ ム  
１ は 、 独 自 の ム ー ブ メ ン ト 、 つ ま り 独 自 の バ レ ル で 自 律 的 で あ り 得 る 基 本 時 間 ム ー ブ メ ン  
ト お よ び ク ロ ノ グ ラ フ ム ー ブ メ ン ト を 備 え る 計 時 器 に 搭 載 さ れ る と 考 慮 さ れ 得 る 。 し か し  
な が ら 、 計 時 器 の 基 本 的 な 動 き を 使 用 す る た め に 、 ク ロ ノ グ ラ フ が 提 供 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
リ セ ッ ト シ ス テ ム １ は 、 通 常 は 秒 ホ イ ー ル セ ッ ト で あ る ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト ３ を  
備 え 、 こ れ は 、 図 ４ お よ び 図 ５ の ク ロ ノ グ ラ フ カ ウ ン ト ギ ア ト レ イ ン ２ の 一 部 で あ る 。 こ  
の ク ロ ノ グ ラ フ カ ウ ン ト ギ ア ト レ イ ン は 、 特 に 、 分 ホ イ ー ル セ ッ ト ４ を 備 え る 分 カ ウ ン タ  
と 、 ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト ３ を 備 え る 秒 カ ウ ン タ と を 備 え る 。 ク ロ ノ グ ラ フ カ ウ ン  
ト ギ ア ト レ イ ン は ま た 、 時 ホ イ ー ル セ ッ ト ５ を 備 え る 時 カ ウ ン タ を 備 え 得 る 。 ク ロ ノ グ ラ  
フ ま た は 秒 ホ イ ー ル セ ッ ト ３ は 、 ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト の 中 心 軸 ２ ３ に 取 り 付 け ら  
れ た ハ ー ト ピ ー ス １ ３ を 含 み 、 こ の ハ ー ト ピ ー ス １ ３ は 、 カ ム 形 状 を 構 成 す る 。 分 ホ イ ー  
ル セ ッ ト ４ は 、 中 心 軸 ２ ４ に 取 り 付 け ら れ た ハ ー ト ピ ー ス １ ４ を 含 む 。 最 後 に 、 時 モ ジ ュ  
ー ル ５ は 、 中 心 軸 ２ ５ に 取 り 付 け ら れ た ハ ー ト ピ ー ス １ ５ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ク ロ ノ グ ラ フ を 装 備 さ れ た 計 時 器 は 、 通 常 、 計 時 器 の フ レ ー ム ま た は プ レ ー ト 上 に お い て  
摩 擦 で 回 転 す る よ う に 取 り 付 け ら れ た ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト を 備 え る こ と に 留 意 さ  
れ た い 。 こ れ は 、 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る と き に 、 ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト 表 示 ま で 、  
こ の 目 的 の た め に 設 け ら れ た 開 口 部 に お け る 軸 に よ る 摩 擦 に よ っ て の み 保 持 さ れ る ホ イ ー  
ル セ ッ ト を 、 十 分 な ト ル ク で 回 転 さ せ る こ と が で き る の を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
リ セ ッ ト シ ス テ ム １ は 、 主 に 、 リ セ ッ ト 制 御 手 段 １ ２ と 、 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た  
め に 使 用 さ れ る ハ ン マ ６ の 端 部 と の 間 に 接 続 さ れ た 、 埋 め 込 み ば ね で あ り 得 る 可 撓 性 要 素  
１ ０ を 備 え る 。 可 撓 性 要 素 １ ０ は 、 制 御 手 段 １ ２ の 変 位 中 、 ブ ロ ッ ク 手 段 １ １ に よ っ て ブ  
ロ ッ ク さ れ た ハ ン マ ６ を ブ ロ ッ ク 解 除 す る 前 に 、 エ ネ ル ギ を 蓄 積 し 、 ハ ン マ ６ が ブ ロ ッ ク  
解 除 さ れ た 場 合 、 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め に 、 蓄 積 さ れ た こ の エ ネ ル ギ を 復 元 し  
、 ハ ン マ ６ を 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
主 に 、 可 撓 性 要 素 １ ０ は 、 第 １ の 端 部 １ ０ ａ に よ っ て ハ ン マ ６ 、 た と え ば 、 ク ロ ノ グ ラ フ  
を リ セ ッ ト す る た め に 使 用 さ れ る ハ ン マ ６ の 端 部 に 連 結 さ れ る 。 ピ ン １ ９ は 、 可 撓 性 要 素  
１ ０ の 第 １ の 端 部 １ ０ ａ に 挿 入 さ れ 、 ハ ン マ ６ の フ ラ ッ ト な 上 端 に 形 成 さ れ た 細 長 開 口 部  
９ に 収 容 さ れ る 。 可 撓 性 要 素 １ ０ の 第 ２ の 端 部 １ ０ ｂ は 、 計 時 器 の ベ ー ス ま た は フ レ ー ム  
ま た は プ レ ー ト に 取 り 付 け ら れ 、 ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ ッ ト 操 作 中 に 使 用 さ れ る 制 御 手 段 １  
２ に 固 定 さ れ る 。 埋 め 込 み ば ね な ど の 可 撓 性 要 素 １ ０ は 、 そ の 第 １ の 端 部 １ ０ ａ と そ の 第  
２ の 端 部 １ ０ ｂ と の 間 の 形 状 が 弧 状 で あ る 。 制 御 手 段 １ ２ に 作 用 で き る 押 し ボ タ ン な ど の  
外 部 活 性 化 オ ル ガ ン Ｂ の 方 向 に 弧 状 で あ る こ の 形 状 は 、 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る 前 に  
蓄 積 さ れ る エ ネ ル ギ を 高 め る よ う に 適 合 さ れ 得 る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
制 御 手 段 １ ２ は 、 好 ま し く は 制 御 レ バ ー 、 た と え ば フ ラ ッ ト 制 御 レ バ ー で あ り 、 こ れ は 好  
ま し く は 固 定 要 素 ２ ２ に よ っ て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 こ れ は 正 確 に は 、 制 御 レ バ ー の  
中 央 開 口 部 を 通 過 す る ね じ ２ ２ で あ り 、 計 時 器 の ベ ー ス ま た は フ レ ー ム ま た は プ レ ー ト の  
対 応 す る ね じ 山 に 固 定 的 に ね じ 込 ま れ る 。 ね じ ２ ２ に よ っ て 画 定 さ れ る 軸 の 周 り に 回 転 可  
能 に 取 り 付 け ら れ る こ の 制 御 レ バ ー １ ２ は 、 軸 の 第 １ の 側 に 第 １ の 部 分 を 備 え 、 そ の 軸 上  
に 、 可 撓 性 要 素 １ ０ の 第 ２ の 端 部 １ ０ ｂ が 、 ス タ ッ ド ボ ル ト ４ ０ ま た は 他 の 固 定 手 段 に よ  
っ て 固 定 さ れ る 。 制 御 レ バ ー １ ２ は 、 第 １ の 側 と 反 対 の 回 転 軸 の 第 ２ の 側 に 第 ２ の 部 分 を  
さ ら に 備 え 、 そ の 一 端 で 、 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め に 押 し ボ タ ン Ｂ を 作 動 さ せ る  
こ と が で き る 。 本 発 明 に し た が っ て 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 ブ ロ ッ ク 位 置 で は 、 ハ ン マ ６  
は 、 ブ ロ ッ ク 手 段 １ １ に よ っ て ブ ロ ッ ク さ れ た 状 態 に 保 持 さ れ る 。 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ  
ト す る 直 前 に 、 押 し ボ タ ン Ｂ は 、 制 御 レ バ ー １ ２ の 第 ２ の 回 転 部 分 を 押 し 、 し た が っ て 、  
ハ ン マ ６ の 有 効 な ブ ロ ッ ク 解 除 の 前 に 、 ま ず 第 ２ の 端 部 １ ０ ｂ か ら 可 撓 性 要 素 に 作 用 し て  
、 エ ネ ル ギ の 蓄 積 を 実 行 す る 。 こ れ は 、 押 し ボ タ ン Ｂ を さ ら に 押 す こ と に よ っ て 引 き 起 こ  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ハ ン マ ６ は 、 好 ま し く は 金 属 プ レ ー ト で あ り 、 第 １ の 長 手 方 向 開 口 部 ７ お よ び 第 ２ の 長 手  
方 向 開 口 部 ８ と 平 行 に 取 り 付 け ら れ 、 た と え ば 第 １ の ね じ １ ７ お よ び 第 ２ の ね じ １ ８ で あ  
る 、 配 置 さ れ た 固 定 ロ ッ ド １ ７ 、 １ ８ で あ る 。 こ れ ら の ２ つ の ね じ １ ７ 、 １ ８ は 、 こ の 目  
的 の た め に 、 図 示 し な い 計 時 器 の ベ ー ス ま た は フ レ ー ム ま た は プ レ ー ト 上 に 提 供 さ れ た ね  
じ に ね じ 込 む こ と が で き る が 、 ハ ン マ が 、 非 ア ク テ ィ ブ な ブ ロ ッ ク 位 置 と ア ク テ ィ ブ な リ  
セ ッ ト 位 置 と の 間 で 自 由 に 動 く よ う に す る 。 ２ つ の 長 手 方 向 開 口 部 ７ 、 ８ は 、 好 ま し く は  
、 ハ ン マ ６ の 長 さ に わ た っ て 同 じ 長 さ で あ り 、 同 じ 線 上 に あ る 。 長 手 方 向 開 口 部 の 長 さ は  
、 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 ハ ン マ ６ が 、 ホ イ ー ル セ ッ ト ３ 、 ４ の 様 々 な ハ ー ト ピ ー ス １ ３  
、 １ ４ と 接 触 す る ク ロ ノ グ ラ フ の 、 あ る い は ま た ホ イ ー ル セ ッ ト ５ の ハ ー ト ピ ー ス １ ５ の  
、 非 ア ク テ ィ ブ な ブ ロ ッ ク 位 置 お よ び ア ク テ ィ ブ な リ セ ッ ト 位 置 を 占 め る こ と が で き る よ  
う に 適 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ハ ン マ ６ の ブ ロ ッ ク 手 段 １ １ は 、 好 ま し く は 、 ハ ン マ ６ に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た フ ッ  
ク オ ル ガ ン １ １ で あ る 。 フ ラ ッ ト 形 状 の フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ は 、 第 ２ の ね じ １ ８ を 通 過 す  
る 中 央 開 口 部 を 備 え 、 そ の ね じ 山 は 、 押 し ボ タ ン Ｂ が 作 用 す る ハ ン マ ６ の 上 側 と し て 画 定  
さ れ る ハ ン マ ６ の 第 ２ の 長 手 方 向 開 口 部 ８ に あ る 。 フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ は 、 第 １ の 端 部 １  
１ ａ に お い て 、 第 ２ の 長 手 方 向 開 口 部 ８ の 近 く の 、 ハ ン マ ６ の ２ つ の 長 手 方 向 開 口 部 ７ 、  
８ の 間 に ハ ン マ ６ に 垂 直 に 固 定 さ れ た ピ ン ２ ６ に 引 っ 掛 け る た め の フ ッ ク を 備 え る 。 第 ２  
の ね じ １ ８ の 回 転 軸 に 対 し て 反 対 側 に 位 置 す る フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ の 第 ２ の 端 部 １ １ ｂ は  
、 フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ の 戻 り ば ね ３ １ の 第 １ の 自 由 端 が 、 フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ を 、 ハ ン マ  
６ の ブ ロ ッ ク 位 置 に 戻 す よ う に 作 用 で き る ロ ッ ド ２ １ を 備 え る 。 戻 り ば ね ３ １ の 第 ２ の 端  
部 は 、 計 時 器 の ベ ー ス ま た は フ レ ー ム ま た は プ レ ー ト に 作 ら れ た 対 応 す る ね じ 山 に ね じ 込  
ま れ た ね じ ５ １ に よ っ て 固 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト 操 作 の 場 合 、 回 転 制 御 レ バ ー １ ２ の 第 ２ の 部 分 の 内 側 端 部 １ ２ ’ は 、  
フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ の 第 ２ の 端 部 １ １ ｂ に 面 し て 離 れ て 配 置 さ れ る 。 ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ  
ッ ト 操 作 の た め に 押 し ボ タ ン Ｂ が 押 さ れ る と 、 最 初 に 、 可 撓 性 要 素 １ ０ は 、 押 し ボ タ ン Ｂ  
を 押 し た 後 、 制 御 レ バ ー １ ２ の 回 転 に よ っ て エ ネ ル ギ を 蓄 積 す る 。 可 撓 性 要 素 １ ０ は 、 制  
御 レ バ ー １ ２ の 第 ２ の 部 分 の 内 側 端 部 １ ２ ’ が 、 フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ の 第 ２ の 端 部 １ １ ｂ を  
押 す 前 に 、 フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ の 第 １ の 端 部 １ １ ａ の フ ッ ク が 、 も は や ハ ン マ ６ の ピ ン ２  
６ に 引 っ 掛 か ら な く な る ま で 、 す で に エ ネ ル ギ を 蓄 積 し て お り 、 こ れ に よ り 、 追 加 の 摩 擦  
な し に 明 確 な ト リ ガ が 可 能 に な る 。 こ の 状 態 で は 、 ハ ン マ ６ は 、 も は や ブ ロ ッ ク 位 置 に な  
く 、 最 初 に 可 撓 性 要 素 １ ０ に よ り 、 続 い て 押 し ボ タ ン Ｂ に 対 す る ユ ー ザ の 圧 力 に よ り 、 蓄  
積 さ れ た エ ネ ル ギ を 復 元 す る こ と に よ っ て 、 よ り 容 易 に ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る よ う  
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に 作 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ハ ン マ ６ を ブ ロ ッ ク 解 除 す る 直 前 に 可 撓 性 要 素 １ ０ に よ っ て 蓄 積 さ れ た こ の エ ネ ル ギ に よ  
っ て 、 ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ ッ ト 操 作 が 容 易 に な る 。 ハ ン マ ６ は 、 可 撓 性 要 素 １ ０ に よ っ て  
、 そ の 第 １ の 端 部 １ ０ ａ か ら 、 様 々 な ホ イ ー ル セ ッ ト ３ 、 ４ 、 ５ 、 特 に ホ イ ー ル セ ッ ト の  
ハ ー ト ピ ー ス １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ の 方 向 に 押 さ れ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 そ し て 利 用 可 能 な  
３ つ の ホ イ ー ル セ ッ ト の 場 合 、 ハ ン マ ６ は 、 ３ つ の 接 触 部 分 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ 、 １ ６ ｃ を 備  
え る 。 ハ ン マ ６ 上 に 配 置 さ れ た 第 １ の 接 触 部 分 １ ６ ａ は 、 ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト ３  
の ハ ー ト ピ ー ス １ ３ に 接 触 す る 。 ハ ン マ ６ 上 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 接 触 部 分 １ ６ ｂ は 、 時 ホ  
イ ー ル セ ッ ト ５ の ハ ー ト ピ ー ス １ ５ に 接 触 す る 。 第 １ の 接 触 部 分 １ ６ ａ お よ び 第 ２ の 接 触  
部 分 １ ６ ｂ は 、 第 １ の 長 手 方 向 開 口 部 ７ の 近 く の ハ ン マ ６ 上 の 軸 ３ ７ の 周 り に 回 転 可 能 に  
取 り 付 け ら れ た ア セ ン ブ リ を 形 成 す る 。 第 １ の 接 触 部 分 １ ６ ａ と 第 ２ の 接 触 部 分 １ ６ ｂ と  
の 間 に 角 度 止 め ３ ６ が 設 け ら れ る 。 こ の 止 め ３ ６ は 、 ア セ ン ブ リ の 中 央 開 口 部 内 を 、 一 定  
の ク リ ア ラ ン ス を 伴 っ て 通 過 し 、 こ れ に よ り 、 構 成 要 素 の 幾 何 学 的 欠 陥 を 補 償 で き る 。 最  
後 に 、 可 撓 性 要 素 １ ０ の 第 １ の 端 部 １ ０ ａ の 近 く の ハ ン マ ６ 上 に 配 置 さ れ た 第 ３ の 接 触 部  
分 １ ６ ｃ は 、 分 ホ イ ー ル セ ッ ト ４ の ハ ー ト ピ ー ス １ ４ に 接 触 す る 。 こ の 第 ３ の 接 触 部 分 １  
６ ｃ は 、 Ｕ 字 形 の 金 属 ス ト リ ッ プ に よ っ て 接 続 さ れ 、 接 触 部 分 の 反 対 側 の そ の 端 部 は 、 ス  
タ ッ ド ボ ル ト ４ ３ ま た は 他 の 固 定 手 段 に よ っ て ハ ン マ ６ の 上 端 に 固 定 さ れ る 。 第 ３ の 接 触  
部 分 １ ６ ｃ の 位 置 を 調 整 す る た め に 、 ハ ン マ ６ の 上 端 に 対 応 す る 穴 に 調 整 偏 心 器 ４ ４ が 固  
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ク ロ ノ グ ラ フ の リ セ ッ ト 終 了 時 の こ れ ら の ３ つ の ホ イ ー ル セ ッ ト ３ 、 ４ 、 ５ 、 お よ び 接 触  
部 分 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ 、 １ ６ ｃ の 位 置 は 、 図 ３ ａ お よ び 図 ３ ｂ に 明 示 的 に 示 さ れ る が 、 こ れ  
ら は 、 上 記 の 図 １ ａ お よ び 図 １ ｂ で 説 明 し た も の と 同 じ 要 素 を 備 え て い る の で 、 詳 細 に 説  
明 さ れ な い 。 ハ ー ト ピ ー ス １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ の 各 フ ラ ッ ト は 、 そ れ ぞ れ の 各 接 触 部 分 １ ６  
ａ 、 １ ６ ｂ 、 １ ６ ｃ に よ っ て ゼ ロ 位 置 に 保 持 さ れ る 。 各 長 手 方 向 開 口 部 ７ 、 ８ に あ る ね じ  
ま た は 他 の ロ ッ ド １ ７ 、 １ ８ は 、 リ セ ッ ト 時 、 お よ び 押 し ボ タ ン Ｂ が 解 放 さ れ た 後 に 、 ハ  
ン マ ６ の 非 ア ク テ ィ ブ な ブ ロ ッ ク 位 置 に 配 置 さ れ る 前 に 、 長 手 方 向 開 口 部 ７ 、 ８ の 上 端 に  
あ る 。 各 長 手 方 向 開 口 部 ７ 、 ８ の 長 さ は 、 各 ね じ １ ７ 、 １ ８ が 、 ハ ン マ ６ の ブ ロ ッ ク 中 の  
非 ア ク テ ィ ブ 位 置 、 お よ び ア ク テ ィ ブ リ セ ッ ト 位 置 か ら 移 動 で き る よ う に 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
純 粋 に 説 明 の 目 的 で 、 分 針 ３ ４ は 、 図 示 さ れ な い 計 時 器 の 文 字 盤 上 に ク ロ ノ グ ラ フ 分 を 示  
す た め に 、 軸 ２ ４ 上 で 摩 擦 的 に 接 続 さ れ ね ば な ら な い 。 時 針 ３ ５ は 、 図 示 さ れ な い 計 時 器  
の 文 字 盤 上 に ク ロ ノ グ ラ フ 時 を 示 す た め に 、 軸 ２ ５ 上 で 摩 擦 的 に 接 続 さ れ ね ば な ら な い 。  
ク ロ ノ グ ラ フ 秒 表 示 に つ い て も 同 じ こ と が な さ れ 得 る が 、 針 は 図 示 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
押 し ボ タ ン Ｂ が 解 放 さ れ た 後 に 可 撓 性 要 素 １ ０ を そ の 初 期 位 置 に 戻 す た め に 、 別 の 戻 り ば  
ね ３ ２ を 有 す る こ と が で き 、 そ の 自 由 端 ３ ２ ａ は 、 可 撓 性 要 素 １ ０ の 第 ２ の 端 部 １ ０ ｂ の  
下 の 回 転 制 御 レ バ ー １ ２ の 第 １ の 部 分 に 作 ら れ た ハ ウ ジ ン グ ４ １ に お い て 接 触 す る 。 戻 り  
ば ね ３ ２ の 他 端 ３ ２ ｂ は 、 ね じ ４ ２ に よ っ て 固 定 さ れ 、 ね じ ４ ２ は 、 計 時 器 の ベ ー ス ま た  
は フ レ ー ム ま た は プ レ ー ト に 製 造 さ れ た 対 応 す る ね じ に ね じ 込 ま れ る 。 可 撓 性 要 素 １ ０ お  
よ び 押 し ボ タ ン Ｂ が 初 期 位 置 に あ る と 、 戻 り ば ね ３ １ は 、 ク ロ ノ グ ラ フ の 次 の リ セ ッ ト 操  
作 の 前 に 、 従 来 方 式 で フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ を ハ ン マ の ブ ロ ッ ク 位 置 に 押 し 込 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ク ロ ノ グ ラ フ リ セ ッ ト シ ス テ ム の 底 面 図 の み を 示 す 図 ２ は 、 フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ の 第 １ の  
端 部 １ １ ａ の フ ッ ク が ハ ン マ ６ の ブ ロ ッ ク を 解 除 す る 場 合 、 ハ ン マ ６ の ブ ロ ッ ク を 解 除 す  
る 直 前 に 、 可 撓 性 要 素 １ ０ に よ っ て 蓄 積 さ れ た エ ネ ル ギ が 例 示 的 に 見 ら れ る よ う に す る 。  
制 御 レ バ ー １ ２ の 回 転 に よ り 、 可 撓 性 要 素 １ ０ の 第 ２ の 端 部 １ ０ ｂ は 時 計 回 り 方 向 に 回 転  
す る 傾 向 が あ り 、 可 撓 性 要 素 １ ０ を 真 っ 直 ぐ に し 、 し た が っ て ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す  
る と き に 復 元 さ れ る エ ネ ル ギ を 蓄 積 す る 。 も ち ろ ん 、 図 ２ の 他 の す べ て の 構 成 要 素 は 、 図  
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１ ａ お よ び 図 １ ｂ を 参 照 し て す で に 説 明 さ れ て い る た め 、 繰 り 返 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
以 下 の 図 ４ お よ び 図 ５ は 、 ク ロ ノ グ ラ フ カ ウ ン ト ギ ア ト レ イ ン ２ を 示 し 、 こ れ は 、 一 方 で  
は 図 ４ の 分 ギ ア ト レ イ ン を 備 え 、 他 方 で は 図 ５ の 時 ギ ア ト レ イ ン を 備 え る 。 分 ギ ア ト レ イ  
ン お よ び 時 ギ ア ト レ イ ン の た め の 様 々 な ホ イ ー ル が 、 点 線 で 接 続 さ れ て 示 さ れ る 。 主 に 図  
４ に 示 さ れ る 分 ギ ア ト レ イ ン の 場 合 、 ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト ３ の 軸 ２ ３ 上 に 配 置 さ  
れ た 第 １ の 歯 車 ６ ２ は 、 そ の 直 径 が 第 １ の 歯 車 ６ ２ の 直 径 よ り も 大 き い 中 間 ホ イ ー ル ６ ３  
と 噛 み 合 う 。 以 下 に 説 明 す る 時 ギ ア ト レ イ ン を 駆 動 す る た め に 、 よ り 小 さ な 直 径 の 第 ２ の  
中 間 ホ イ ー ル ６ ４ が 中 間 ホ イ ー ル ６ ３ 上 に 配 置 さ れ る 。 中 間 ホ イ ー ル ６ ３ よ り も 直 径 が 小  
さ い 第 ３ の 同 軸 近 位 中 間 ホ イ ー ル ６ ５ は 、 分 ホ イ ー ル セ ッ ト ４ の 軸 ２ ４ に 取 り 付 け ら れ た  
大 き な ホ イ ー ル ６ ６ を 駆 動 で き る 。 も ち ろ ん 、 各 ホ イ ー ル の 寸 法 は 、 第 １ の イ ン ジ ケ ー タ  
オ ル ガ ン を 用 い た 秒 か ら 、 図 示 さ れ な い 文 字 盤 に お け る 針 ３ ４ の よ う に 、 第 ２ の イ ン ジ ケ  
ー タ オ ル ガ ン を 用 い た 分 へ と 切 り 替 わ る た め に 、 カ ウ ン ト さ れ 表 示 さ れ る 時 間 に し た が っ  
て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ５ は 、 主 に 、 時 ホ イ ー ル を 表 す 。 ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト ３ の 軸 ２ ３ 上 に 配 置 さ れ  
た 第 １ の 歯 車 ６ ２ は 、 そ の 直 径 が 第 １ の 歯 車 ６ ２ の 直 径 よ り も 大 き い 中 間 ホ イ ー ル ６ ３ と  
噛 み 合 う 。 よ り 小 さ な 直 径 の 第 ２ の 中 間 ホ イ ー ル ６ ４ は 、 よ り 大 き な 直 径 の 第 ２ の 中 間 ホ  
イ ー ル ６ ８ と 噛 み 合 い 、 第 ２ の 中 間 ホ イ ー ル ６ ８ は 、 別 の 大 き な ホ イ ー ル ６ ７ を 駆 動 す る  
こ と を 意 図 さ れ た 別 の 小 さ な 中 間 ホ イ ー ル を 下 に 備 え 、 そ の 同 軸 上 の よ り 小 さ な 直 径 の 近  
位 ホ イ ー ル が 、 時 ホ イ ー ル ６ ９ を 駆 動 す る 。 も ち ろ ん 、 各 ホ イ ー ル の 寸 法 は 、 第 １ の イ ン  
ジ ケ ー タ オ ル ガ ン を 用 い た 秒 か ら 、 図 示 さ れ な い 文 字 盤 に お け る 針 ３ ５ の よ う に 、 第 ３ の  
イ ン ジ ケ ー タ オ ル ガ ン を 用 い た 時 へ と 切 り 替 わ る た め に 、 カ ウ ン ト さ れ 表 示 さ れ る 時 間 に  
し た が っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 図 ４ お よ び 図 ５ に は 、 ホ イ ー ル セ ッ ト ４ 、 ５ の そ れ ぞ れ の 軸 に 直 接 接 続 さ れ な い 分  
３ ４ お よ び 時 ３ ５ の 表 示 針 が あ る こ と が 認 め ら れ 得 る 。 分 ホ イ ー ル セ ッ ト ４ お よ び 時 ホ イ  
ー ル セ ッ ト ５ の ハ ー ト ピ ー ス １ ４ 、 １ ５ は お の お の 、 ホ イ ー ル ６ ６ 、 ６ ９ の 下 に 配 置 さ れ  
る 。 ク ロ ノ グ ラ フ 計 時 器 の こ の 技 術 分 野 で は 、 分 ギ ア ト レ イ ン と 時 ギ ア ト レ イ ン と の 両 方  
が よ く 知 ら れ て い る 。 他 の 詳 細 は こ れ 以 上 正 確 に 説 明 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ６ は 、 リ セ ッ ト 操 作 前 の 位 置 に ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め の シ ス テ ム １ の 別 の 実  
施 形 態 の 主 な 要 素 の 底 面 図 を 示 す 。 し た が っ て 、 図 １ ａ で 説 明 さ れ た も の と 同 じ 要 素 は 繰  
り 返 さ れ な い が 、 他 方 、 新 し い 要 素 は 、 フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ お よ び 新 し い 第 ３ の 接 触 部 分  
１ ６ ｃ に 関 連 し て 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
フ ッ ク オ ル ガ ン １ １ は 、 第 １ の 端 部 で 軸 ４ ５ の 周 り に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 第 ２ の 端  
部 １ １ ｂ は 、 制 御 レ バ ー １ ２ の 第 ２ の 部 分 の 内 側 端 部 １ ２ ’ と 接 触 す る 。 フ ッ ク オ ル ガ ン １  
１ の 中 間 部 分 の 支 持 体 １ １ ａ は 、 ハ ン マ ６ の ピ ン ２ ６ と 接 触 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
新 し い 第 ３ の 接 触 部 分 １ ６ ｃ は 、 い わ ゆ る 可 撓 性 ペ イ ン で あ り 、 可 撓 性 ペ イ ン は 、 ハ ー ト  
ピ ー ス １ ４ と 接 触 す る 力 を 調 整 す る た め に 使 用 さ れ る 可 撓 性 ブ レ ー ド ４ ６ を 備 え る 。 こ れ  
ら の 可 撓 性 ブ レ ー ド ４ ６ は 、 い わ ゆ る 可 撓 性 ペ イ ン の 中 央 部 分 の い ず れ か の 側 に 配 置 さ れ  
、 互 い に 実 質 的 に 平 行 で あ る 。 こ の い わ ゆ る 可 撓 性 ペ イ ン は 、 固 定 前 に 位 置 を 調 整 す る た  
め に 、 長 方 形 の 開 口 部 に お い て 、 ハ ン マ ６ の 一 端 に 、 ね じ ま た は ス タ ッ ド ボ ル ト ４ ３ に よ  
っ て 固 定 さ れ る 。 こ の い わ ゆ る 可 撓 性 ペ イ ン の こ の 構 成 に よ り 、 構 成 要 素 の 幾 何 学 的 欠 陥  
を 補 償 し 、 ホ イ ー ル セ ッ ト の ３ つ の ハ ー ト ピ ー ス に お け る 同 一 の 接 触 に よ っ て 正 し い リ セ  
ッ ト を 保 証 す る （ ハ イ パ ス タ テ ィ ッ ク シ ス テ ム ） 。 こ の 構 成 で は 、 特 に 図 １ ａ 以 降 の 図 に  
示 す よ う に 、 も は や 機 械 的 な 調 整 を 使 用 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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こ の よ う に 与 え ら れ た 上 記 の 説 明 か ら 、 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め の リ セ ッ ト シ ス  
テ ム の 複 数 の 変 形 実 施 形 態 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 義 さ れ る 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱  
す る こ と な く 、 当 業 者 に よ っ て 設 計 さ れ 得 る 。 同 一 ま た は 異 な る 形 状 の １ つ ま た は 複 数 の  
可 撓 性 要 素 か ら 作 ら れ 、 ハ ン マ の 一 端 と 制 御 レ バ ー と の 間 に 配 置 さ れ る と 規 定 さ れ 得 る 。  
そ れ に 加 え て 、 ク ロ ノ グ ラ フ を リ セ ッ ト す る た め に 、 回 転 式 で あ っ て 、 直 線 運 動 を 伴 わ な  
い １ つ ま た は 複 数 の ハ ン マ を 有 す る と 考 慮 さ れ 得 る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
１   リ セ ッ ト シ ス テ ム
２   ク ロ ノ グ ラ フ カ ウ ン ト ギ ア ト レ イ ン
３   ク ロ ノ グ ラ フ ホ イ ー ル セ ッ ト
４   分 ホ イ ー ル セ ッ ト
５   時 ホ イ ー ル セ ッ ト
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【 図 １ ａ 】 【 図 １ ｂ 】
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【 図 ２ 】 【 図 ３ ａ 】

【 図 ３ ｂ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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